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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ブラシ部とこのブラシ部を固着したグリップ部とを有する洗浄ブラシ体を複数備え、内視
鏡内部に設けられた管路に通じる開口部をブラッシング洗浄するための洗浄用具であって
、
　前記各洗浄ブラシ体のグリップ部には、該グリップ部の軸線を挟んで、連結突出部と、
他の洗浄ブラシの連結突出部を係脱自在に保持する連結穴とが設けられ、この連結穴と連
結突出部の係脱により、各洗浄ブラシ体の連結及び分離が自在であることを特徴とする内
視鏡用洗浄用具。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡用洗浄用具において、前記グリップ部は略円柱形状をなし、前記連
結突出部は前記グリップ部よりも小径の球形突起を有している内視鏡用洗浄用具。
【請求項３】
ブラシ部とこのブラシ部を固着したグリップ部を有する洗浄ブラシ体を複数備え、内視鏡
内部に設けられた管路に通じる開口部をブラッシング洗浄するための洗浄用具であって、
　前記各洗浄ブラシ体のグリップ部には、該グリップ部の軸線を挟んで、前記軸線方向と
平行な方向に長く形成された連結突出部と、この連結突出部を前記軸線方向に対して平行
な方向にスライド自在に保持する連結溝部とが設けられ、この連結溝部と前記連結突出部
の係脱により、前記洗浄ブラシ体の連結及び分離が自在であることを特徴とする内視鏡用
洗浄用具。
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【請求項４】
請求項３記載の内視鏡用洗浄用具において、前記グリップ部は略円柱形状をなし、前記連
結突出部は、前記グリップ部よりも小径の略円柱形状に形成されている内視鏡用洗浄用具
。
【請求項５】
請求項４記載の内視鏡用洗浄用具において、前記複数の洗浄ブラシ体を連結させたとき、
前記連結突出部は前記連結溝部にすべて収納される内視鏡用洗浄用具。
【請求項６】
請求項１ないし５のいずれか一項に記載の内視鏡用洗浄用具において、前記連結突出部に
、前記グリップ部に固定された前記ブラシ部とは外形の大きさが異なる第２のブラシ部を
備えた内視鏡用洗浄用具。
【請求項７】
請求項６記載の内視鏡用洗浄用具において、前記連結突出部に固定された第２のブラシ部
は、前記グリップ部に固定されたブラシ部よりも小径である内視鏡用洗浄用具。
【請求項８】
請求項１ないし７のいずれか一項に記載の内視鏡用洗浄用具において、前記複数の洗浄ブ
ラシ体を連結させたとき、隣り合う洗浄ブラシ体のブラシ部が非接触である内視鏡用洗浄
用具。
【請求項９】
請求項１ないし８のいずれか一項に記載の内視鏡用洗浄用具において、前記グリップ部及
び前記連結突出部は、弾性材料又は樹脂により形成されている内視鏡用洗浄用具。
【請求項１０】
請求項９記載の内視鏡用洗浄用具において、前記グリップ部及び前記連結突出部が同じ材
料で形成されている内視鏡用洗浄用具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用内視鏡の内部に設けた管路に通じる開口部を洗浄するための内視鏡用
洗浄用具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用内視鏡の内部には、処置具を内視鏡先端部に挿通させるための処置具挿通チャン
ネルや内視鏡の先端部から体腔内の汚物を吸引するための吸引管路、内視鏡先端に設けら
れた対物レンズに洗浄液や空気を送るための送気送水管路など、種々の管路が設けられて
いる。各種管路の端部には、該管路の入口部又は出口部となる開口部を有するシリンダが
接続されており、シリンダの開口部には操作ボタンや口金などが取り付けられている。
【０００３】
　このような内視鏡は、衛生管理上、使用後に内視鏡全体を洗浄し、清潔に保つ必要があ
る。特に、被検者の体液や薬液等により汚染される管路の内壁やシリンダ内部は、洗浄ブ
ラシ（例えば特許文献１を参照）を用いてブラッシングするブラッシング洗浄を行なって
いる。このブラッシング洗浄に用いる洗浄ブラシは、使用後に洗浄処理、消毒処理及び滅
菌処理を施した後、再利用することが可能である。
【特許文献１】特開平１１－１９７０９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来では、使用済みの洗浄ブラシと未使用又は滅菌処理後の洗浄ブラシ
とを区別することが難しく、誤って使用済みの洗浄ブラシを再び使用してしまう虞があっ
た。使用済みの洗浄ブラシでブラッシング洗浄を行なった場合には、十分な洗浄効果が得
られない。
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【０００５】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、未使用分と使用済分を容易に判別可
能な内視鏡用洗浄用具を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、ブラシ部とこのブラシ部を固着したグリップ部とを有する洗浄ブラシ体を複
数備え、内視鏡内部に設けられた管路に通じる開口部をブラッシング洗浄するための洗浄
用具であって、各洗浄ブラシ体のグリップ部には、該グリップ部の軸線を挟んで、連結突
出部と、他の洗浄ブラシの連結突出部を係脱自在に保持する連結穴とが設けられ、この連
結穴と連結突出部の係脱により、各洗浄ブラシ体の連結及び分離が自在であることを特徴
としている。
【０００７】
　グリップ部は、使用者が把持しやすいように略円柱形状をなしていることが好ましい。
連結突出部は、連結穴に対して容易に係脱できるように、例えばグリップ部よりも小径の
球形突起を有していることが好ましい。
【０００８】
　また本発明は、別の実施形態によれば、ブラシ部とこのブラシ部を固着したグリップ部
を有する洗浄ブラシ体を複数備え、内視鏡内部に設けられた管路に通じる開口部をブラッ
シング洗浄するための洗浄用具であって、各洗浄ブラシ体のグリップ部には、グリップ部
の軸線を挟んで、該軸線方向と平行な方向に長く形成された連結突出部と、他の洗浄ブラ
シ体の連結突出部を軸線方向に対して平行な方向にスライド自在に保持する連結溝部とが
設けられ、この連結溝部と連結突出部の係脱により、洗浄ブラシ体の連結及び分離が自在
であることを特徴としている。
【０００９】
　この態様では、グリップ部は、使用者が把持しやすいように、略円柱形状をなしている
ことが好ましい。連結突出部は、連結溝部に係合したときにグリップ部を大型化させない
ように、例えばグリップ部よりも小径の略円柱形状に形成されていることが好ましい。よ
り好ましくは、複数の洗浄ブラシ体を連結させたとき、連結突出部が連結溝部にすべて収
納されるとよい。
【００１０】
　上記各態様では、連結突出部に、該連結突出部を第２のグリップ部とみなして、グリッ
プ部に固定されたブラシ部とは外形の大きさが異なる第２のブラシ部を備えることができ
る。この第２のブラシ部は、グリップ部に固定されたブラシ部よりも小径であることが好
ましい。すなわち、グリップ部に固定されたブラシ部をシリンダ内壁などの広い面積範囲
をブラッシング洗浄する際に用いる大径ブラシとし、第２のブラシ部を操作ボタンや口金
などの狭い面積範囲をブラッシング洗浄する際に用いる小径ブラシとするとよい。このよ
うに外形の大きさが異なるブラシ部が２つ備えられていれば、洗浄部位によってブラシ部
を使い分けることができ、１本の洗浄ブラシ体で各種管路の開口部を隅々まで容易に洗浄
できる。
【００１１】
　複数の洗浄ブラシ体を連結させた状態では、隣り合う洗浄ブラシ体のブラシ部が非接触
であることが好ましい。隣り合うブラシ部が非接触であれば、複数の洗浄ブラシ体を連結
させて保管する際に、ブラシ部に曲がり癖や変形が生じてしまうことがない。
【００１２】
　グリップ部及び連結突出部は、弾性材料又は樹脂により形成されていることが好ましく
、さらに同一材料で形成されていると、より好ましい。グリップ部とグリップ連結部が同
一材料で構成されれば、成形工程によってグリップ部とグリップ連結部を一体に形成でき
、さらに複数の洗浄ブラシ体を一度に形成することができる。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明の内視鏡用洗浄用具によれば、複数の洗浄ブラシ体が個別に連結及び分離自在で
あるから、予め連結しておいた複数の洗浄ブラシ体を１本単位で分離してブラッシング洗
浄に用いることにより、使用済みの洗浄ブラシ体と未使用の洗浄ブラシ体とを容易に判別
することができる。これにより、常に清潔な洗浄ブラシ体を用いてブラッシング洗浄する
ことができ、内視鏡内部に設けた管路に通じる開口部を清潔に保てる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１～図３は、本発明の第１実施形態による内視鏡用洗浄用具１０を示している。内視
鏡洗浄用具１０は、医療用内視鏡の内部に設けられた各種管路に通じる開口部（シリンダ
内壁や口金）を洗浄する際に用いる洗浄ブラシ体１１を複数備え、各洗浄ブラシ体１１を
個別に連結及び分離自在にしたものである。図１及び図２に示す状態で内視鏡洗浄用具１
０は、洗浄ブラシ体１１を５個備えている。
【００１５】
　洗浄ブラシ体１１は、細長い可撓軸１２ａを有するブラシ部１２と、該洗浄ブラシ体１
１を使用者が手で保持できるように上記可撓軸１２ａの後端部に固定されたグリップ部１
３とから構成されている。
【００１６】
　ブラシ部１２は、可撓軸１２ａの先端部に、例えば可撓性のある細い合成樹脂繊維を軸
線周りに放射状に配置して形成されたブラシ１２ｂを備えている。ブラシ１２ｂの径φ３
は、グリップ部１３の径φ１よりも小さく、使用対象となる内視鏡管路に通じる開口部に
応じて適宜設定されている。このブラシ１２ｂは、スポンジ状ブラシ材などの各種ブラシ
材を用いて形成されていてもよい。可撓軸１２ａは、例えば合成樹脂製チューブ又はステ
ンレス鋼線を一定の径で螺旋状に密着巻きして形成されたコイルパイプなどによって形成
されている。可撓軸１２ａの長さは、使用対象となる内視鏡管路に通じる開口部に応じて
適宜設定してある。
【００１７】
　グリップ部１３は、使用者が把持しやすいように略円柱形状をなし、その先端面に、該
グリップ部１３の中心軸に一致させて、ブラシ部１２の可撓軸１２ａの後端部が挿入固着
されている。このグリップ部１３は、例えば金属材料、弾性材料又は樹脂により形成され
ている。弾性材料又は樹脂でグリップ部１３を構成する場合、成形工程により形成するこ
とができる。
【００１８】
　上記洗浄ブラシ体１１のグリップ部１３には、その軸線を挟んで両側に、連結突出部１
４ａと、他の洗浄ブラシ体１１の連結突出部１４ａを係脱自在に保持する連結穴１４ｂと
が設けられている。この連結突出部１４ａと連結穴１４ｂからなる連結部１４は、洗浄ブ
ラシ体１１の軸線方向に直交する方向に一直線に並べて配置されている。連結突出部１４
ａは、グリップ部１３の径φ１よりも小さい径φ２で形成された球形突起を有しており、
この球形突起とほぼ同じ径寸法で形成された連結穴１４ｂに係合された状態ではグリップ
部１３内に収納される。連結突出部１４ａは、グリップ部１３と同様に、金属材料、弾性
材料又は樹脂により形成されている。この連結突出部１４ａとグリップ部１３は、同一の
弾性材料又は樹脂で形成される場合、成形工程により一体に形成することができる。
【００１９】
　各洗浄ブラシ体１１は、互いの連結突出部１４ａと連結穴１４ｂが係合及び脱離するこ
とにより、他の洗浄ブラシ体１１と個別に連結及び分離される。具体的に、一方の洗浄ブ
ラシ体１１に他方の洗浄ブラシ体１１を連結させる場合は、他方の洗浄ブラシ体１１の連
結突出部１４ａを、一方の洗浄ブラシ体１１の連結穴１４ｂ内に押入すればよい。複数の
洗浄ブラシ体１１を連結させた状態では、図１及び図２に示すように、一端側の洗浄ブラ
シ体１１の連結突出部１４ａが露出し、他端側の洗浄ブラシ体１１の連結穴１４ｂは空洞
のままとなる。このとき、上述したようにブラシ１２ｂの外形がグリップ部１３よりも小
さく形成されているので（φ１＞φ３）、隣り合う洗浄ブラシ体１１のブラシ１２ｂは非
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接触であり、ブラシ１２ｂに曲がり癖や変形が生じることがない。逆に、一方の洗浄ブラ
シ体１１から他方の洗浄ブラシ体１１を分離させる場合は、他方の洗浄ブラシ体１１の連
結突出部１４ａを図示矢印方向に引っ張って、一方の洗浄ブラシ体１１の連結穴１４ｂか
ら抜けばよい。
【００２０】
　本内視鏡用洗浄用具１０は、複数の洗浄ブラシ体１１を連結させた状態で保管し、ブラ
ッシング洗浄を行なうときに、連結されている複数の洗浄ブラシ体１１から１本単位で洗
浄ブラシ体１１を分離して使用する。この取り出した洗浄ブラシ体１１で管路開口部（シ
リンダ内壁や口金など）を洗浄した後は、使用済みの洗浄ブラシ体１１を廃棄処分するか
、あるいは消毒及び滅菌処理を施して再利用する。再利用する場合は、滅菌処理を施した
後に、各洗浄ブラシ体１１を再度連結させて保管しておく。このように本実施形態では、
連結されている複数の洗浄ブラシ体１１から洗浄ブラシ体１１を１本単位で分離して使用
するので、１本で存在する洗浄ブラシ体１１は使用済みのものであり、連結されている洗
浄ブラシ体１１は未使用のもの（消毒及び滅菌処理済みのもの）であると容易に判断する
ことができる。よって、使用済みの洗浄ブラシ体１１を誤って再使用してしまう虞がなく
、常に清潔な洗浄ブラシ体１１を用いてブラッシング洗浄することができる。
【００２１】
　また本実施形態では、各洗浄ブラシ体１１に設けた連結突出部１４ａと連結穴１４ｂの
係脱により、容易に洗浄ブラシ体１１を連結及び分離することができ、また任意の数だけ
洗浄ブラシ体１１を連結させておくことができる。また各洗浄ブラシ体１１が連結及び分
離自在であれば、多数の洗浄ブラシ体１１を保管する際にも煩雑にならないという利点が
得られる。
【００２２】
　以上の第１実施形態では、洗浄ブラシ体１１をディスポタイプとしても再利用タイプと
してもよい。再利用タイプとする場合には、上述したように使用後に消毒及び滅菌処理が
必要となるが、何度も繰り返し使用することができる。ディスポタイプとする場合には、
上述したように使用後は廃棄処分とするが、グリップ部１３及び連結突出部１４ａを安価
な弾性材料や樹脂で形成すれば低コスト化が図れる。また同一の弾性材料や樹脂でグリッ
プ部１３及び連結突出部１４ａを形成すれば、成形工程によって一度に複数の洗浄ブラシ
体１１を容易に得ることができ、製造工程が簡便化する。
【００２３】
　図４ないし図６は、本発明の第２実施形態による内視鏡用洗浄用具２０を示している。
第２実施形態は、第１実施形態の連結部１４（連結突出部１４ａ、連結穴１４ｂ）に替え
て、連結突出部２４ａと、この連結突出部２４を洗浄ブラシ体１１の軸線方向に対して平
行な方向にスライド自在に保持する連結溝部２４ｂとを有する連結部２４を備え、この連
結溝部２４ｂと連結突出部２４ａの係脱により、洗浄ブラシ体１１の連結及び分離を自在
にした実施形態である。連結部２４以外の構成は、上述した第１実施形態と同じである。
図４ないし図６では、第１実施形態と実質的に同じ機能を有する構成要素に対して、図１
と同一符号を付してある。
【００２４】
　一対の連結突出部２４ａと連結溝部２４ｂは、グリップ部１３の軸線を挟んで両側に設
けられている。連結突出部２４ａは、洗浄ブラシ体１１の軸線方向に対して平行な方向に
長い略円柱形状に形成され、その径φ４がグリップ部１３の径φ１よりも小さくなってい
る。連結溝部２４ｂは、連結突出部２４ａをスライド自在に保持するための空間を備えた
スライド溝であって、連結突出部２４ａの径φ４及び長さに対応させて形成されている。
また連結溝部２４ｂには、連結突出部２４ａのスライド移動を規制する規制溝αが備えら
れている。この規制溝αには、連結突出部２４ａと連結溝部２４ｂが完全に係合している
とき、連結突出部２４ａが当接する。本実施形態では、連結突出部２４ａと連結溝部２４
ｂが完全に係合しているとき、連結突出部２４ａがグリップ部１３内に収納される。連結
突出部２４ａは、グリップ部１３と同様に、金属材料、弾性材料又は樹脂により形成され
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ている。この連結突出部２４ａとグリップ部１３は、同一の弾性材料又は樹脂で形成され
る場合、成形工程により一体に形成することができる。
【００２５】
　各洗浄ブラシ体１１は、互いの連結突出部２４ａと連結溝部２４ｂが係合及び脱離する
ことにより、他の洗浄ブラシ体１１と個別に連結及び分離される。具体的に、一方の洗浄
ブラシ体１１に他方の洗浄ブラシ体１１を連結させる場合は、他方の洗浄ブラシ体１１の
連結突出部２４ａを一方の洗浄ブラシ体１１の連結溝部２４ｂに係合させ、連結突出部２
４ａが連結溝部２４ｂの規制部αに当て付く位置まで、この係合状態のまま他方の洗浄ブ
ラシ体１１を軸線方向にスライド移動させればよい。図６に示す矢印方向は洗浄ブラシ体
１１の移動方向である。複数の洗浄ブラシ体１１を連結させた状態では、図４及び図５に
示すように、一端部側の洗浄ブラシ体１１の連結突出部２４ａが露出し、他端部側の洗浄
ブラシ体１１の連結溝部２４ｂは空洞のままとなる。このとき、上述したようにブラシ１
２ｂの外形はグリップ部１３よりも小さく形成されているので（φ１＞φ３）、隣り合う
洗浄ブラシ体１１のブラシ１２ｂは非接触であり、ブラシ１２ｂに曲がり癖や変形が生じ
ることがない。逆に、一方の洗浄ブラシ体１１から他方の洗浄ブラシ体１１を分離させる
場合は、一方又は他方の洗浄ブラシ体１１をその軸線方向にスライド移動させればよい。
【００２６】
　以上の第２実施形態によっても、第１実施形態と同様に、使用済みの洗浄ブラシ体１１
と未使用の洗浄ブラシ体１１を容易に判別することができる。よって、使用済みの洗浄ブ
ラシ体１１を誤って再使用してしまう虞がなく、常に清潔な洗浄ブラシ体１１を用いてブ
ラッシング洗浄することができる。
【００２７】
　図７及び図８は、本発明の第３実施形態による内視鏡用洗浄用具３０を示している。第
３実施形態は、上述した第２実施形態において連結突出部２４ａを第２のグリップ部とし
、グリップ部１３に設けたブラシ部１２（本実施形態では第１ブラシ部１２という）とは
外形が異なる第２ブラシ部３２を備えた実施形態である。第２ブラシ部３２を設けた以外
の構成は、上述した第２実施形態と実質的に同じである。図７及び図８では、第２実施形
態と実質的に同じ機能を有する構成要素に対して、図４と同一符号を付してある。
【００２８】
　第２ブラシ部３２は、連結突出部２４ｂの軸線方向の端部に固定されており、例えば管
路開口部に取り付けられた操作ボタンや口金などの狭い面積範囲をブラッシング洗浄する
際に用いる小径ブラシである。この第２ブラシ部３２は、可撓軸３２ａが第１ブラシ部１
２の可撓軸１２ａよりも短く、ブラシ３２ｂの外径φ５が第１ブラシ部１２のブラシ１２
ｂ及びグリップ部１３よりも小さくなっている。一方、グリップ部１３に固定された第１
ブラシ部１２は、上述した第２実施形態と同じ構成をなし、例えばシリンダ内壁などの広
い面積範囲をブラッシング洗浄する際に用いる大径ブラシである。各洗浄ブラシ体１１の
第１ブラシ部１２と第２ブラシ部３２は、洗浄ブラシ体１１の軸線方向に平行に設けられ
ている。なお、本実施形態とは逆に、第１ブラシ部１２を小径ブラシとし、第２ブラシ部
３２を大径ブラシとしてもよい。
【００２９】
　複数の洗浄ブラシ体１１が連結されたとき、第２ブラシ部３２を固定した連結突出部２
４ａが連結溝部２４ｂにより保持されるため、隣り合う洗浄ブラシ体１１の第１ブラシ部
１２と第２ブラシ部１３は、グリップ部１３の軸線方向の両端部に備えられる。すなわち
、洗浄ブラシ体１１の軸線方向に一直線に並んで保持される。このとき、隣り合う第１ブ
ラシ部１２及び隣り合う第２ブラシ部３２はそれぞれ非接触であるから、第１ブラシ部１
２及び第２ブラシ部３２に曲がり癖や変形が生じることがない。
【００３０】
　以上の第３実施形態のように上記第１ブラシ部１２及び第２ブラシ部３２が備えられて
いれば、洗浄部位によって第１ブラシ部１２と第２ブラシ部３２を使い分けることができ
、１本の洗浄ブラシ体１１で各種管路の開口部を隅々まで容易に洗浄できる。これにより
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、ブラッシング洗浄に要する時間も短縮可能である。また本第３実施形態では、各洗浄ブ
ラシ体１１を連結及び分離させるための連結突出部２４ａに第２ブラシ部３２を備えたの
で、第２ブラシ部３２を固定するためのグリップ部を新たに設ける必要がなく、低コスト
化及び省スペース化を図れる。さらに複数の洗浄ブラシ体１１を連結させると、隣りあう
洗浄ブラシ体１１の第１ブラシ部１２と第２ブラシ部３２がグリップ部１３の軸線方向に
一列に並ぶので、保管する際にも煩雑になることがない。
【００３１】
　勿論、この第３実施形態によっても使用済みの洗浄ブラシ体１１と未使用の洗浄ブラシ
体１１を容易に判別でき、常に清潔な洗浄ブラシ体１１を用いてブラッシング洗浄するこ
とができる。
【００３２】
　以上の各実施形態によれば、複数の洗浄ブラシ体１１が個別に連結及び分離自在である
から、保管時は複数の洗浄ブラシ体１１を連結させ、この連結された複数の洗浄ブラシ体
１１を１本単位で分離してブラッシング洗浄に用いれば、１本で存在する洗浄ブラシ体１
１は使用済みのものでると容易に判別でき、また、連結されている洗浄ブラシ体１１は未
使用のものであると容易に判別することができる。よって、使用済みの洗浄ブラシ体１１
を再使用してしまう虞がなく、常に清潔な洗浄ブラシ体１１を用いてブラッシング洗浄す
ることができる。
【００３３】
　また上記実施形態では、連結突出部１４ａと連結穴１４ｂの係脱構造、あるいは連結突
出部２４ａと連結溝部２４ｂのスライド構造を用いて洗浄ブラシ体１１を連結及び分離自
在にしているので、必要に応じて簡単に洗浄ブラシ体１１を連結及び分離させることがで
きる。また、連結可能な洗浄ブラシ体１１の数には制限がないので、必要に応じた数だけ
洗浄ブラシ体１１を予め連結させておくことができる。さらに、多数の洗浄ブラシ体１１
を連結させて保管すれば、各洗浄ブラシ体１１が煩雑にならないという利点が得られる。
【００３４】
　上記各実施形態は、ディスポタイプ及び再利用タイプの両方に適用可能である。再利用
タイプの洗浄ブラシ体１１では、使用後に消毒及び滅菌処理が必要となるが、何度も繰り
返し使用することができる。ディスポタイプの洗浄ブラシ体１１では使用後は廃棄処分さ
れるが、グリップ部１３及び連結突出部１４ａを安価な弾性材料や樹脂で形成することに
より、安価な洗浄ブラシ体１１を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の第１実施形態による内視鏡用洗浄用具を示す平面図である。
【図２】図１のII－II線に沿う断面図である。
【図３】図１の内視鏡用洗浄用具から洗浄ブラシ体を連結又は分離させる様子を説明する
模式平面図である。
【図４】本発明の第２実施形態による内視鏡用洗浄用具を示す平面図である。
【図５】図４のV－V線に沿う断面図である。
【図６】図４の内視鏡用洗浄用具から洗浄ブラシ体を連結又は分離させる様子を説明する
模式平面図である。
【図７】本発明の第３実施形態による内視鏡用洗浄用具を示す平面図である。
【図８】図７の内視鏡用洗浄用具を下（底面）から見て示す平面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１０　２０　３０　内視鏡用洗浄用具
　１１　　洗浄ブラシ体
　１２　　ブラシ部（第１ブラシ部）
　１２ａ　可撓軸
　１２ｂ　ブラシ
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　１３　　グリップ部
　１４　２４　連結部
　１４ａ　連結突出部
　１４ｂ　連結穴
　２４ａ　連結突出部
　２４ｂ　連結溝部
　３２　　第２ブラシ部
　３２ａ　可撓軸
　３２ｂ　ブラシ

【図１】

【図２】

【図３】
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